


要約:母親が内服していた抗痙攣剤・向精神薬による逸脱症候群(withdrawal syndrome)と

診断された症例についての個別調査と,これら新生児の薬物血中濃度測定の現状について

調査した。逸脱症候群は,抗痙攣剤の 28 例と向精神薬の 14 例の 42 症例で、いずれも多剤

内服例で発症頻度が高くなることが明かとなった。またこれらの母親の妊娠中および分娩

時の異常が高頻度で認められた。今回 42 例の逸脱症候群に認められた症状の検討より、

振せん、易刺激性、興奮、無呼吸などの中枢神経系や多呼吸、多汗などの自律神経系や消

化器系等の症状とその出現頻度を明らかにすることができた。またこれらの児の約 60%に

入院中 3～5 回の薬物血中濃度の測定が行なわれていることも明かとなった。この調査結

果に基ずいて逸脱症候群の評価法(チェックリスト・スコア表)の作成が可能であると考え

られる。


